













































































































































































変数 詳細 N 平均値or％
標準
偏差
抑うつ症状（T1） T1における回答者のK6スコアa 209 6.1 5.5
抑うつ症状（T2） T2における回答者のK6スコアa 209 6.8 5.6
介護負担感（T1） T1における回答者のJ-ZBI_8スコアb 209 13.8 7.8
介護負担感（T2） T2における回答者のJ-ZBI_8スコアb 209 13.8 8.0
サービス利用（T1） T1における前月の在宅サービス利用金額の合計（千円） 169 20.8 25.4
サービス利用（T2） T2における前月の在宅サービス利用金額の合計（千円） 186 33.9 28.3
〈社会的属性変数〉





年齢 回答者の年齢（歳） 209 53.0 5.8
性別 回答者の性別（1＝女性，0＝男性） 209 69.9％
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